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ホタテガイ漁場管理技術確立調査
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は じ め に

昭和45年から47年の 3カ年はホタテガイの天然採苗が好成績 とな り.大量の種苗が採取された｡ これ

に加えて昭和45年には､むつ市の角達地先､浜奥内地先には 4億個前後の異常発生があった｡ これらの

種苗は垂下養殖､地まきされ､陸奥湾内にはかつてない規陵でホタテガイが収容された｡

本年はこれらのホタテガイがその現存量との関連においてどのような成長を示 したかについて検討を

行なった｡.

なお.本調査は昭和47年から50年までの 4カ年計画であり本年はその第 2年度である｡

調 査 方 法

1. むつ市浜奥内地先における異常発生ホタテガイの生息密度と成長

昭和47年10月30日､昭和48年 8月11日に潜水により枠取 り調査を行ない､ホタテガイの成長を比較 し

た｡ この地先は昭和 45年の春期産卵のホタテガイが異常発生 した海域である｡

2. 陸奥湾内のホタテガイ現存量と成長.増養殖数量と生産量

過去に地 まき､垂下養殖されたホタテガイの数量から第 2表に示 したように各年度の現存量守求めたO

これにより､その年以降 4カ年間の平均現存量を成育の背景下の現存量とみなし､同様な方法で成育の

背景下の必要カpリーをだした.ただ し必要 カロリーの算定に当っては､富士等 (1974)の報告を参燃

し､ 1年貝が 1年間に必要 とするカロリー104.03Calを 1として､椎貝､ 4年貝を各々0.3､ 3.0と仮定

した｡このように して求めた成育背景下の現存量､必要 カロリーと地まき､垂下養殖されて 2年後 し産

卵後満 3年に近い )の 2月におけるホタテガイの成長を比較 しに｡

一方､各年度に地まき､垂下養殖されたいわゆる増養殖数量がその後数年経過 して生産量にどのよう

に反映 しているかについて検討 した｡

調 査 結 果 お よ び 考 案

1. むつ市浜奥内地先におけるホタテガイの生息密度 と成長

第 1図に昭和45年産ホタテガイの異常発生海域を示 した｡第 1図の中で特にむつ市の角達から城ケ沢

地先にかけてが多 く､約 4億個､浜奥内地先では 4,000万個の規陵と推定 された｡ し詳細は伊藤他 し本

誌､第 2号 )を参照 )

むつ市浜奥内地先におけるこれまでの調査結果を第 1表に示した｡生息密変が他端に高い浜奥円の調
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査点 3についてみると.瀞 3年を経過す

る頃から生存率は急激に低下 しており､

軟体部重量の現存量は昭和47年10月の

783gh から昭和48年 8月には 676g/m2

と低下 した｡

さらに､個体の軟体部重量も増加がみ

られず､全重量､殻重量に対する軟体部

重量の比率は各々16帝､ 20帝とそれ以

前の比率に比べて大巾に減少していた｡

また低密度の放流であるM- 7におけ

る成長および全重量.殻重量に対する軟

体部重量の比率は上の値とは対称的な値

を示した. .(第 1表参腺 )

このように､高密に放流された状況下

ではある時点から生存率の急低下がみら

第 1図 異常発生海域 と調査地点れた り､歩留 りの著 しい低下が認めら

れ､現存量の低下が認められた0第 1表

異常発生ホタテガイの調査結果調査年月日 由査方法 調査点 分確 度(個,4d■)生存率 (1)殻長 (2)全良里 (31軟体那重且 (4一撃重且 号 x100等 x10
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2. 陸奥湾内のホタテガイ現存量と成長､増養殖数量と生産量

川 成育背景下の現存量､必要 カロリーと成長との関係

毎年 2月における陸奥湾内のホタテガイ現存量､必要カロリーおよび成育背景下の現存量､必要カロ

リーについて推定 したのが第 2表である｡

第 2表 陸奥湾内のホタテガイ現存量必要カロリーと成育の背景

年令年度 椎 貝 1年貝 2年貝 3年貝 4 年 貝 合 計(億個 )必要カP1)-(104.03× 108)
成 育 の背景現存量(億個 )必要 カロリー(l

ot.鴫×108 )由. 42 0.5 0.02 0.05 0.05 0.160.42 0.6

2 0.42 7.61 4.03〝 43 3.5 0.4 0.06 0.

05 4.01 1.72 15.45 9.22〝 44 2.0 2.75

0.22 0.01 4.98 3.86 21.19 15.68〝 45 18.1

1.18 1.44 0.12 20.84 10.12 24.07 20.72〝 46 18.5 12.14 0.56 0.78 31.98 21

.18 24.09 24.34〝 47 9.46 ll.73

5.43 0.20 26.98 27.57〝 48 3.2

5.88 6.18 1.24 16.50 24.03〝 49 ll.0 2.56 3.72 3.20 20.90 24.58

Calパ軌//午 楽31.2 104.03 232.45 299.

79 .B312.09比 率 ※ 0.3 1 2.2 2.9I.B 3.0

･X 仮定､その他必要カロリーについては富士 (1974)を参照した｡この表をもとにして､昭和42､43､44､45､46年産貝が各々3年後の2月にはどのような成長量を示

したかを第 2､ 3図に示した｡ この図から昭和45､46年産貝は全重量､軟体部重量とも著 しい低下を

示… ･･･-全i圭 (o･･･j咋 ●･･

･光1りムー一心 -･･紳 士(△･･･書下▲･･･如
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した｡生後満 3年を迎えるこの時期ではホタテガイは販売サイズのES貝 (10kg当りの個数が60-70個 )

以上 となっているのが普通であったし､ ES貝以上になっていなければ漁場の輪採方式の回転にも支障

をきたすことになる｡ このような観点か ら､この時点でES貝以上 となる成育背景下の現存量および必

要 カロリーの分岐点は各々21億個以下､ 17(×104.03×108 )cal以下 となる｡
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(44) (各班 及)
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育 背 景 下 の 必 要 カ L リ - (.｡..｡.

I..,C..)第 3図 ホタテガイ成育背景下の必要 カロリーと成長の関係(2)発生年度別増養殖

数と生産量 との関係こ､れ らについては第 3表に示 した｡ この数値の中で生産量.再捕率につい

ては多 くのききとりといくつかの仮定をもとに し

て推定 したものである｡第 3表 発生年度別

増養殖数量と生産量.再捕率生産量など増 養 殖 数 量j生 産 量I 再 捕 率発生年度 ( 億 個 .) (千 ト

ン) (¢)昭 42昭 43昭 44昭 45昭 46昭 47

昭 48 00..l5022) 0.54 4.Ih 4.4 5089

3.24㌧ 3. 460.22 2 …:≡)31.8 5189

三.I;60 ) 1.76 6.7( 0.43.巨 lo.1 47(27)891.6:74:)17.25 578..14)65.5 34

7615.62116.94_1.3~2

4.96) 7.572.88 :64: 告 60.5 268216.132.9)49.0 3385
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発生年厚別の地まき､垂下養殖数量と生産量の関係を第 4図に示した｡第 4図から地 まき放流の場合

には､単年度の放流数量が 3･3億個 くらいまでほ直線的な関係で生産量に反映しているが.昭和45､46

年 のように10億個を越える放流個数になると-い死の増大と再捕率の低下､著しい成長の低下､輪採上

の不都合などをもたらした｡

一方垂下養殖についてみるとこれまで最高の養殖数量である昭和48年の生産量がどうなるかを見趣め

る必要がある｡成長については第 2､ 3図のように低下がみられるものの､垂下養殖はこれまで比較的

順調に生産量に反映しているといえる｡今後この生産量がどのあたりから横ばいになるかほその推移を

注意深 く見守る必要があろう｡
(万トノ)

(万 トノ)

発生年戯 地 まき､垂
~
博 戯塩 (億個)

第 4図 発生年度別地まき､垂下養殖数量
と生産量の関係 10987生

6産 5量 432

1012345678910 15 20

増 養 殖 数 量 (億個)第 5図 発生年度別ホタテガイ増養殖数量と

生産量さて次に地まき､垂下養殖を合計 した単年度当りの増養殖数量と生産量についての関係を第 5図に

示した｡昭和47年の7.5億個が49千 トンとなっている付近から､単年度の増養殖数量が 2倍､ 3倍




